
 

 

 

 

第２章 慶佐次川自然環境再生モデル事業の実施 

 

2.1 全体構想の作成支援 

2.1.1 追加調査 

2.1.2 流況解析による土砂堆積要因 

2.1.3 環境カルテの再整理 

2.1.4 関係者への意見聴取 

2.1.5 全体構想の作成 

2.2 実施計画（骨子案）の作成支援 

2.2.1 実施計画段階調査 

2.2.2 便益分析の実施 

2.2.3 実施計画（骨子案）の作成 

2.3 協議会及びワークショップの設置・運営等 

2.4 専門家へのヒアリング・勉強会等の実施 

2.5 自然環境再生モデル事業の推進に係る課題 

 



 

 

 

 

 

2.1 全体構想の作成支援 
 

2.1.1 追加調査                             41 

2.1.2 流況解析による土砂堆積要因            77 

2.1.3 環境カルテの再整理                    94 

2.1.4 関係者への意見聴取                    95 

2.1.5 全体構想の作成                        104 

 



第2章 慶佐次川自然環境再生モデル事業の実施 
 

2.1 全体構想の作成支援 

2.1.1 追加調査 

 過年度業務の調査結果を受け、環境カルテの作成に当たって情報が不足している項目の追加調査を実施

した。実施項目を以下に示す。 

調査結果については、「慶佐次川流域 環境カルテ」および「慶佐次川自然環境再生事業全体構想」に

反映させた。調査結果が反映されている項目については、沖縄県環境再生課のＷｅｂサイトより環境カル

テおよび全体構想を参照されたい。 

（沖縄県環境再生課 http://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/saisei/saiseimodel.html） 
 
 

表2.1.1-1 追加調査概要（その1） 

調査項目 調査目的・概要等 参照先 

河道特性の整理 単点及びソナー測量による河床高の現状を把握し、既往データとの

比較により河道変遷、河道特性を把握することを目的とした。また、河

床材料調査により河床に堆積した土砂の現状を把握することを目的と

した。なお、調査結果については慶佐次川における河床高の変遷整

理や河川の水流シミュレーション等に資する基礎情報とした。 

本報告書2.1.1.1
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河川流量 シミュレーションモデルを構築するため河川流量の把握を行った。

河川流量の把握は水位計設置により、水位観測を行うなどして把握し

た。 

環境カルテ P7 

赤土等流入状況 慶佐次川では、自然環境の劣化要因の 1 つとして、流域からの赤土

等の流出が挙げられる。そのため、流出源位置確認調査、降雨時 SS・

濁度調査、底質の SPRS・SPSS 調査を実施した。また、慶佐次川のマン

グローブにおいては、土砂堆積が進行し、一部で地盤高の上昇により

陸上植物がマングローブ林内に侵入している。また、空中写真を用い

た判読では、マングローブ内の澪筋において、地盤高の上昇と陸上植

物の生育範囲が広がったため、水路としての機能が一部で消失してい

る状況が確認されている。そのため、過去から現在までの堆積速度の

変化を把握するために、土壌の堆積厚調査を実施した。 

環境カルテ P5、6 

全体構想 P6 

水 質 慶佐次川においては、周辺からの赤土の流入により水質が悪化して

いることが想定されている。そのため、本河川における平常時の水質

の状況を把握し、汚染の現況を把握することを目的に、平常時水質調

査及び流域内支川の水質調査を実施した。 

測定項目(本川)：pH、COD、BOD、SS、T-P、T-N 

測定項目（支川）：pH、DO、EC、濁度 

環境カルテ P6 

全体構想 P8 

底 質 慶佐次川においては、流域からの赤土の流入が生じていることが知

られている。そのため、上流から河口までの底質調査を行い、現況の

汚濁の程度を把握することを目的として底質調査(強熱減量、COD)を

実施した。 

本報告書2.1.1.2

 P58
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表2.1.1-1 追加調査概要（その2） 

調査項目 調査目的・概要等 参照先 

魚 類 慶佐次川においては、渓流取水施設等3 基の河川横断構造物が設

置されている。これらは、一生の間に川と海を行き来する魚類にとって

遡上阻害になっている可能性がある。そのため、魚類の流程分布を把

握するため、魚類調査を実施した。 

環境カルテ P13 

全体構想 P17～18 

底生動物  慶佐次川における底生動物調査は、下流のマングローブ付近を除き

既存調査が実施されていない。そのため、当該河川の基礎資料を得る

目的で底生動物調査を実施した。また、慶佐次川においては、渓流取

水施設等3基の河川横断構造物が設置されており、一生の間に川と海

を行き来する底生動物にとって遡上阻害になっている可能性がある。

そのため、底生動物の流程分布を把握する目的で調査を実施した。 

環境カルテ P13 

全体構想 P17～22 

外来種：植物 慶佐次川マングローブ周辺では、林縁部を中心に多くの外来種が

みられ、マングローブ内への侵入も懸念されている。そのため、マング

ローブ内およびその周辺における外来種を含む植物の生息種(植物

相)を確認し、外来種の侵入状況を把握することを目的として調査を行

った。 

環境カルテ P14 

全体構想 P13、14 

生
態
系 

注目種：鳥類  慶佐次川とその周辺地域における鳥類の生息状況の把握を目的とし

て実施した。 

本報告書2.1.1.3.1

P60

過去の風景  過去の写真や航空写真の収集・解析、ワークショップ等における地域

住民からの情報収集により、慶佐次川流域の過去の状況を把握するこ

とを目的として実施した。 

環境カルテ 

 P23～25 

全体構想 

   P9、11～12 

河川環境情報図 
の作成 

慶佐次川の生物の生息・生育環境、河川環境などを判りやすく整理

することを目的として、当該事業における全体構想の課題整理に資す

る基礎資料として河川環境情報図を作成した。 

環境カルテ P26～35

全体構想 P9、12 
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2.1.1.1 河道特性の整理 

(1) 調査目的 

単点及びソナー測量による河床高の現状を把握し、既往データとの比較により河道変遷、河道特性を

把握することを目的とした。また、河床材料調査により河床に堆積した土砂の現状を把握することを目

的とした。なお、調査結果については慶佐次川における河床高の変遷整理や河川の水流シミュレーショ

ン等に資する基礎情報とした（「2.1.2 流況海生による土砂堆積要因」に示す）。 

 

(2) 調査方法 

1) 河川地形把握 

河川地形を把握するため河口から中流域における河川内の任意地点115点の標高を観測する単点測

量を実施した。単点測量に当たってはその基準となる基準点27点を設置するための基準点測量（GPS

測量、4級基準点測量）及び水準測量を実施した。 

また、河口からマングローブ域にかけての水深の比較的深

い場所では、水中ソナー（LOWRANCE社製HDS-5 振動子

200Hz）を曳航し、水深と位置情報（GPS）を計測・取得した。

ソナー計測時に左右岸の水位を20m～50m間隔で観測し、ソ

ナーの観測結果と水位から河床高を換算・補正した。なお、

水深（ソナー）の計測結果から河床高を換算するた水位計測

も併せて実施した。 

 
測量に使用したソナー機器   

 
2) 河道変遷の整理 

  測量データ及び既往資料等を整理し、河道変遷及び河道特性を整理した。 
 
3) 河床材料 

河床材料調査は、5地点（中流2地点・下流・河口・海域）において夏季に実施した。また、河口地

点周辺に堆積した土砂について粒度試験(1検体)を行った。河川では、水際陸上部において、1m×1m

のメジャーを設置した後に底質の状況(粒径)が分かるように写真撮影を行った。撮影後に、枠内の底質

1-2kgを採取して持ち帰り、粒度試験(JIS A 1204)、土粒子密度試験(JIS A 1202)を行った。 

海域では、スミス・マッキンタイヤー採泥器のバケット部分等を使用するか、またはスコップ等で海

域の底質を採集した。その後、実験室内において、粒度試験(JIS A 1204)、土粒子密度試験(JIS A 1202)

を行った。 

 
表2.1.1.1-1 分析方法の一覧 

調査項目 分析項目 分析方法 

粒度試験 JIS A 1204 河道特性の整理 河床材料

土粒子密度試験 JIS A 1202 
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(3) 調査日 

1) 河川地形把握 

① 単点測量 

平成27年6月29日～平成27年7月3日 

② ソナー測量 

平成27年6月30日～7月1日 

2) 河床材料 

平成27年7月30日 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2.1.1.1-1 単点測量実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ソナーによる測量調査           河床高換算のための水位計測 

写真2.1.1.1-2 ソナー測量実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2.1.1.1-3 河床材料調査実施状況 

ソナー 
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(4) 調査範囲 

河川地形把握の実施範囲を図2.1.1.1-1に、河床材料調査地点を図2.1.1.1-2に示した。 

河床材料調査は、5地点（中流2地点・下流・河口、海域）において実施した。また、河口の堆積土

砂(1検体)について粒度試験を行った。 

 

 

図2.1.1.1-1 河川地形把握調査の範囲 

砂防施設

調査範囲 

調査範囲 
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図2.1.1.1-2 河床材料調査地点 
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(5) 調査結果 

1) 河川地形把握 

① 単点測量結果 

単点測量成果図を図2.1.1.1-3～4に示した。単点測量成果図は、「2.2.1.1土砂堆積状況調査」で実

施したマングローブ域における測量結果と併せて示している。 
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② ソナー測量結果 

 ソナー測量の結果を図2.1.1.1-5～6に示す。 

 

 
図2.1.1.1-5 調査水深結果 

 

 
図2.1.1.1-6 標高換算結果 
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2) 河道変遷の整理 

測量データ及び既往資料による河道変遷及び河道特性の整理については、「2.2.1.1 土砂堆積状況調

査」で実施したマングローブ域での測量結果と併せて、「2.1.2 流況解析による土砂堆積要因」で整理

した。 

 

3) 河床材料 

河床材料調査の現地調査結果を表2.1.1.1-2に示し、粒度試験結果（粒径加積曲線）を図2.1.1.1-7

～12に示した。 

中流1の地点では、礫分が多く、目視観察では小石や中石などの10cmを越える石が混じっていた。

石や礫は多くが沈み石であり、底質撹乱が少ないことを示していた。これは、上流側の砂防ダムによっ

て、洪水時の流速等が低下しているためと考えられる。 

中流2の地点では、砂礫分が優占し、目視観察では10cm以上の石はみられなかった。礫は、一部で

浮き石がみられたが、ほとんどが砂泥により沈み石となっていた。 

下流と河口地点では砂分以下の粒径が多く、マングローブが繁茂する下流地点では泥分も多かった。 

海域では、砂礫が広がり、石はみられなかった。礫の状態は浮き石であり、周囲に砂紋がみられる

ことから、波による撹乱が生じていると考えられる。 

 

表2.1.1.1-2 河床材料の現地調査結果(目視観察)    調査年月日:平成27年7月30日  

河床材料の割合(％) 
調査 

地点 

水路幅 
(ｍ) 

水深 
(ｍ) 岩盤 

泥 
0.074mm
以下

砂 
0.074
～2mm

細礫 
2～ 
20mm 

中礫 
20～50mm

粗礫 
20～
100mm

小石 
100～
200mm

中石 
200～
500mm

大石 
500mm 
以上 

不明 
(観測不可)

礫の状態

中流1 8 0.2  10 10 10 30 20 10 10   沈み石

中流2 10 0.1   15 50 30 5     沈み石

下流 20 0.8  50 50        - 

河口 10 0.5  20 80        - 

海域 - 3.0   40 50 10      浮き石

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流1                         中流2 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流                 河口                 海域 
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図2.1.1.1-7 粒径加積曲線(中流 1) 

調査件名 　試験年月日

地点名 慶佐次川　河床材料調査（中流１） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-671-10

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ 19.6

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 43.9

ふ 53 100.0 細　　　礫　　　分 　　％ 22.6

37.5 94.3 粗　　　砂　　　分 　　％ 8.5

る 26.5 88.7 中　　　砂　　　分 　　％ 4.3

19 80.4 細　　　砂　　　分 　　％ 0.4

い 9.5 59.7 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 0.1

4.75 36.5 粘　　　土　　　分 　　％ 0.6

分 2 13.9 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 13.9

0.850 5.4 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 2.3

析 0.425 2.3 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 0.7

0.250 1.1 最　　大　　粒　　径 mm 53

0.106 0.8 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 9.60

0.075 0.7 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 7.02

0.054 0.7 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 3.83

沈 0.039 0.7 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 1.48

0.024 0.7 均　等　係　数　Ｕc 6.47

降 0.014 0.7 曲　率　係　数　Ｕc' 1.03

0.01 0.6 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.679

試 0.007 0.6 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 0.6 飽和溶液

験 0.0014 0.6 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 9 月 1 日

 試料番号 2015-671-10

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

0
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0.001 0.01 0.1 1 10 100

通
過

質
量

百
分

率
（
％

）

粒 径 （mm）

0.005 0.075 0.850 4.752 19 750.250
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図2.1.1.1-8 粒径加積曲線(中流 2) 

 

調査件名 　試験年月日

地点名 慶佐次川　河床材料調査（中流2） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-671-11

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ 23.4

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 43.4

ふ 53 － 細　　　礫　　　分 　　％ 16.9

37.5 100.0 粗　　　砂　　　分 　　％ 10.0

る 26.5 91.0 中　　　砂　　　分 　　％ 5.0

19 76.6 細　　　砂　　　分 　　％ 0.6

い 9.5 49.8 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 0.1

4.75 33.2 粘　　　土　　　分 　　％ 0.6

分 2 16.3 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 16.3

0.850 6.3 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 2.2

析 0.425 2.2 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 0.7

0.250 1.3 最　　大　　粒　　径 mm 37.5

0.106 0.8 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 12.9

0.075 0.7 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 9.57

0.055 0.7 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 4.09

沈 0.039 0.6 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 1.24

0.024 0.6 均　等　係　数　Ｕc 10.3

降 0.014 0.6 曲　率　係　数　Ｕc' 1.04

0.01 0.6 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.690

試 0.0071 0.6 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 0.6 飽和溶液

験 0.0014 0.6 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 9 月 1 日

 試料番号 2015-671-11

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫
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図2.1.1.1-9 粒径加積曲線(下流) 

 

調査件名 　試験年月日

地点名 慶佐次川　河床材料調査（下流） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-671-12

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ 1.6

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 7.5

ふ 53 － 細　　　礫　　　分 　　％ 6.5

37.5 － 粗　　　砂　　　分 　　％ 11.9

る 26.5 100.0 中　　　砂　　　分 　　％ 35.4

19 98.4 細　　　砂　　　分 　　％ 25.2

い 9.5 94.9 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 3.8

4.75 90.9 粘　　　土　　　分 　　％ 8.1

分 2 84.4 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 84.4

0.850 72.5 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 53.0

析 0.425 53.0 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 11.9

0.250 37.1 最　　大　　粒　　径 mm 26.5

0.106 16.3 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 0.518

0.075 11.9 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 0.379

0.054 10.6 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 0.195

沈 0.038 9.3 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 0.0464

0.024 8.3 均　等　係　数　Ｕc 11.2

降 0.014 8.3 曲　率　係　数　Ｕc' 1.59

0.0099 8.3 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.666

試 0.007 8.3 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 7.9 飽和溶液

験 0.0014 7.9 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 9 月 1 日

 試料番号 2015-671-12

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫
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図2.1.1.1-10 粒径加積曲線(河口) 

調査件名 　試験年月日

地点名 慶佐次川　河床材料調査（河口） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-671-13

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ －

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 6.6

ふ 53 － 細　　　礫　　　分 　　％ 10.6

37.5 － 粗　　　砂　　　分 　　％ 30.5

る 26.5 － 中　　　砂　　　分 　　％ 45.9

19 100.0 細　　　砂　　　分 　　％ 4.0

い 9.5 97.9 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 0.2

4.75 93.4 粘　　　土　　　分 　　％ 2.2

分 2 82.8 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 82.8

0.850 52.3 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 18.0

析 0.425 18.0 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 2.4

0.250 6.4 最　　大　　粒　　径 mm 19

0.106 2.6 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 1.00

0.075 2.4 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 0.798

0.055 2.3 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 0.545

沈 0.039 2.2 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 0.315

0.025 2.2 均　等　係　数　Ｕc 3.17

降 0.014 2.2 曲　率　係　数　Ｕc' 0.94

0.01 2.2 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.700

試 0.0071 2.2 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 2.2 飽和溶液

験 0.0014 2.2 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 9 月 1 日

 試料番号 2015-671-13

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫
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図2.1.1.1-11 粒径加積曲線(海域) 

 

調査件名 　試験年月日

地点名 慶佐次川　河床材料調査（海域） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-671-14

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ 2.6

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 20.3

ふ 53 － 細　　　礫　　　分 　　％ 28.2

37.5 100.0 粗　　　砂　　　分 　　％ 43.4

る 26.5 98.9 中　　　砂　　　分 　　％ 4.4

19 97.4 細　　　砂　　　分 　　％ 0.1

い 9.5 93.4 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 0.1

4.75 77.1 粘　　　土　　　分 　　％ 0.9

分 2 48.9 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 48.9

0.850 5.5 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 1.1

析 0.425 1.1 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 1.0

0.250 1.1 最　　大　　粒　　径 mm 37.5

0.106 1.0 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 2.72

0.075 1.0 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 2.06

0.053 1.0 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 1.36

沈 0.038 0.9 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 0.98

0.024 0.9 均　等　係　数　Ｕc 2.77

降 0.014 0.9 曲　率　係　数　Ｕc' 0.69

0.0098 0.9 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.735

試 0.0069 0.9 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 0.9 飽和溶液

験 0.0014 0.9 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 9 月 1 日

 試料番号 2015-671-14

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫
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図2.1.1.1-12 粒径加積曲線(河口堆積物) 

調査件名 　試験年月日

地点名 東村慶佐次川（河口） 　試　験　者 　前盛 泰秀

試　料　番　号 2015-1197

（　深　　さ　）

粒径  mm 通過質量百分率％ 粗　　　礫　　　分 　　％ 1.2

75 － 中　　　礫　　　分 　　％ 3.8

ふ 53 － 細　　　礫　　　分 　　％ 4.2

37.5 － 粗　　　砂　　　分 　　％ 8.3

る 26.5 100.0 中　　　砂　　　分 　　％ 36.1

19 98.8 細　　　砂　　　分 　　％ 44.5

い 9.5 97.7 シ　 ル 　ト　  分 　　％ 0.8

4.75 95.0 粘　　　土　　　分 　　％ 1.1

分 2 90.8 ２ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 90.8

0.850 82.5 ０．４２５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 67.9

析 0.425 67.9 ０．０７５ｍｍふるい通過質量百分率　　　％ 1.9

0.250 46.4 最　　大　　粒　　径 mm 26.5

0.106 3.0 60　％　粒　径　Ｄ60 mm 0.328

0.075 1.9 50　％　粒　径　Ｄ50 mm 0.267

0.053 1.8 30　％　粒　径　Ｄ30 mm 0.188

沈 0.038 1.4 10　％　粒　径　Ｄ10 mm 0.131

0.024 1.1 均　等　係　数　Ｕc 2.51

降 0.014 1.1 曲　率　係　数　Ｕc' 0.82

0.0098 1.1 土粒子の密度    ｐs g/cm
3 2.766

試 0.0069 1.1 使用した分散剤 ヘキサメタ燐酸

0.0035 1.1 飽和溶液

験 0.0014 1.1 溶液濃度、溶液添加量 10ml

（番号）

JIS　A　 1204
JGS  T   0131

土の粒度試験（粒径加積曲線）

平成２７年度沖縄県自然環境再生モデル事業委託業務 平 成 27 年 10 月 15 日

 試料番号 2015-1197

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫
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2.1.1.2 底質 

(1) 調査目的 

慶佐次川においては、流域からの赤土の流入が生じていることが知られている。そのため、上流か

ら河口までの底質調査を行い、現況の汚濁の程度を把握することを目的として底質調査(強熱減量、COD)

を実施した。 

 

(2) 調査方法 

底質調査は、4地点（上流・中流・下流・河口）で年1回実施(夏季)した。試料は、現地においてス

コップ等で採集し、タッパー等の容器に入れ、実験室内で分析を行った（表2.1.1.2-1）。 
 

表2.1.1.2-1 分析方法の一覧 

調査項目 分析項目 分析方法 

強熱減量 底質調査方法(平成24年8月 環境省) II 4.2 底質 

CODsed 底質調査方法(平成24年8月 環境省) II 4.7 

 

(3) 調査範囲 

底質調査地点は図2.1.1.2-1に示す4地点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.1.2-1 底質調査地点 

(4) 調査日 

平成27年7月30日 
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(5) 調査結果 

強熱減量とCODの調査結果を表2.1.1.2-2に示した。 
強熱減量は、1.2～3.6%の範囲であり、地点間で大きな変化はみられなかった。なお、沖縄県の水質

測定結果(平成25年度)注)によると、河川17地点における強熱減量は1.2～12.2mg/g(平均6.5mg/g)で
あり、これと比較すると慶佐次川は低い値となっていた。 

CODは、0.8～3.6mg/gであり、下流地点が最も高く、次いで上流地点が高かった。なお、沖縄県の

水質測定結果(平成25年度)注)によると、河川17地点におけるCODsedは1.2～53mg/g(平均15.1mg/g)
であり、これと比較すると慶佐次川は低い値となっていた。 

 
注)沖縄県環境部(2015).平成25年度水質測定結果(公共用水域及び地下水):p.53 

 
表2.1.1.2-2 慶佐次川流域の底質調査結果(強熱減量、COD) 

底質採集日:平成27年7月30日 

調査項目 上流 中流 下流 河口 

調査時刻 10:03 10:58 11:40 12:05 

気温(℃) 32.5 33.0 32.5 32.5 

泥温(℃) 25.0 26.5 30.0 30.8 

泥色 無臭 無臭 泥臭 無臭 

現地記録項目

土色 7.5YR5/3 10YR5/4 10YR4/3 10YR5/4 

強熱減量(%) 2.6 1.2 3.6 3.3 分析項目 

COD(mg/g) 2.0 0.8 3.6 1.1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上流                        中流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下流                       河口 

- 59 -


